
（5）館林市議会だより　　　（ 29. 2. 1 ）

議員個人の賛否結果一覧表
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諮　問 
第２号

人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

推薦
につき
同意

諮　問 
第３号

人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

推薦
につき
同意

議　案 
第65号 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議　案 
第66号 公平委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議　案 
第67号

館林市議会議員及び館林市長の選挙に
おける選挙運動用自動車の使用等の公
営に関する条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議　案 
第68号

館林市長の選挙におけるビラ
の作成の公費負担に関する条
例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議　案 
第69号

館林市職員の退職手当に関す
る条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議　案 
第70号

館林市税条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

市道の路線認定の現地調査

【○：賛成　●：反対】

市
民
福
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付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

２
件
で
、
ま
ず
、
館
林
市
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
審
査
で
は
、
委
員
か
ら
、
今

回
の
手
数
料
の
改
定
に
伴
い
、

収
入
は
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ら
い
見
込
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れ
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の
質
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が
な
さ
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ま
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次
に
、
館
林
市
浄
化
槽
の
清

掃
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
、
市
外
や
県
外
の
業

者
が
本
市
へ
登
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す
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と
は

可
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な
の
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な
ど
に
つ
い
て
の

質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
は
、
２
議
案
と

も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
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決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
建
設

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

３
件
で
、
ま
ず
、
館
林
市
つ
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を
愛
し
保
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す
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で
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か
ら
、
つ
つ
じ

が
岡
公
園
の
世
界
遺
産
登
録
に

つ
い
て
の
市
の
考
え
や
、
市
民

の
入
園
料
無
料
化
な
ど
に
つ
い

て
の
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
館
林
市
農
業
委
員
会

委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
定
数
条
例
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
、
農
業
委
員
会
の
業

務
が
重
点
化
さ
れ
る
内
容
に
つ

い
て
や
、
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
の
業
務
量

を
鑑
み
、
報
酬
に
差
を
つ
け
る

必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
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線

の
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線
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定
に
つ
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で
は
、

審
査
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象
と
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の
現

地
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を
行
っ
た
後
に
審
査
を

行
い
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し
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採
決
の
結
果
は
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と

も
全
員
一
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を
も
っ
て
原
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の

と
お
り
可
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す
べ
き
も
の
と
議
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さ
れ
ま
し
た
。


